
 

令和５年度 事業報告 
（令和５年１月 1 日～令和５年１２月３１日） 

 

 

１.組織 

 

１）役員 

  代表理事  矢野輝弘 

  副代表理事 畑中大蔵（事務局長兼務） 

  理事    背尾匡徳（事業統括兼務） 

  監事    杉井俊介 

 

２）会員 

正会員  １５０（内、団体会員１１７／個人会員３３） 

賛助会員    ６ 

 

３）法人所在地 

  大阪府枚方市岡本町７番１号 枚方ビオルネ５階（バーチャルオフィス） 

 

４）沿革 

  平成２２年７月２６日  矢野輝弘氏が大阪府社会福祉協議会に社会貢献基金「３９ 

矢野基金」を設立。 

  令和３年１月２５日   矢野輝弘氏と「39矢野基金」の NPO法人化について協議。 

プロジェクト発足。 

  令和３年１２月１３日  法人設立発起人会を開催し、法人設立に向けた具体的な諸 

事項について確認。 

  令和４年１月２０日   矢野輝弘氏が「ゴールデンスピリット賞」を受賞。 

  令和４年１月２１日   法人設立総会を開催。 

  令和４年２月２８日   大阪府枚方市が法人設立を認証。 

  令和４年４月１日    法人設立登記。 

  令和５年３月１０日   令和５年度総会を開催。 

 

 

 



２．法人運営 

 

１）定期総会の開催 １回 

  ・開催日時 令和５年３月１０日（金）１８時３０分より 

・場所   くれおーる法善寺前本通り店 

  ・出席者数 ４０名（うち委任状出席者数２５名） 

・協議題 

第１号議案 令和４年度事業報告及び活動決算の件 

第２号議案 議事録署名人選任の件 

  ・その他 

   懇親会の開催（会費：１人 10,000円（税込）） 

  

２）理事会の開催 ３回 

［第１回］ 

  ・開催日時・場所 令和５年１月２０日（金）１９時００分より／Ｚｏｏｍ 

  ・出席者数 ４名 

  ・協議題 

第１号議案 令和４年度事業報告及び活動決算の件 

   第２号議案 令和５年度定期総会の運営の件 

 

［第２回］ 

  ・開催日時・場所 令和５年８月２９日（火）２０時００分より／Ｚｏｏｍ 

  ・出席者数 ４名 

  ・協議題 

第１号議案 法人の現況と課題の件 

 

［第３回］ 

  ・開催日時・場所 令和５年１１月１６日（木）２０時００分より／Ｚｏｏｍ 

  ・出席者数 ４名 

  ・協議題 

第１号議案 法人の現況と課題の件 

第２号議案 令和６年度事業の件 

 

 

 

 

 



３．社会貢献基金の運営 

 

 

オーナー：矢野燿大／Yano Akihiro 

基金名称：３９（サンキュー）矢野基金 

競技種目：野球 

設立年月：平成２２年７月（※大阪府社会福祉協議会から事業承継） 

 

１）基金の使途 

・筋ジストロフィー患者への電動車いす・意思伝達装置購入費の支援 

・児童へのスポーツ支援 

・その他、目的達成のために必要な事業 

 

２）基金運営委員（敬称略） 

委員長 矢野 燿大（阪神タイガース・元監督） 

委 員 竹田 保 （一般社団法人日本筋ジストロフィー協会代表理事） 

委 員 松村 剛 （国立病院機構大阪刀根山医療センター脳神経内科特命副院長・ 

臨床研究部長） 

 

３）実績 

 ①運営委員会の開催 ２回 

 ［第１回］ 

・開催日時・場所 令和５年８月２９日（火）１９時００分より／Ｚｏｏｍ 

・内容⑴令和５年度助成について 

 ［第２回］ 

・開催日時・場所 令和５年１１月１６日（木）１９時００分より／Ｚｏｏｍ 

・内容⑴令和５年度助成決定について 

 

②筋ジストロフィー電動車いす・意思伝達装置購入費の助成 

・令和５年度から新たに「筋ジストロフィー患者の意思伝達装置」を助成対象に追

加。筋ジストロフィー患者のＱＯＬ向上のために、物理的移動手段である車いす

だけでなく「たとえ入院中の方であっても、意思伝達装置を用いて社会と繋がる

きっかけをつくる」ことに着目し、助成対象とした。 

  ・新たに９名の筋ジストロフィー患者へ車いす購入費助成を決定した。 

・６名の筋ジストロフィー患者に対し車いす購入費として総額 1,817,324 円を助成

した。 

 

 



  

≪参考≫これまでの「39矢野基金」の事業実績（令和５年度末現在） 

寄付金収入総額 51,448,569円 

助成金支出総額 35,615,291円 

（内訳）筋ジストロフィー患者への車いす助成（70台）：31,533,103円 

筋ジストロフィー患者の甲子園球場への招待：317,400円 

児童養護で暮らす子どもたちへの支援：3,764,788円 

  

③筋ジストロフィー患者との面会・訪問 

・令和５年６月２７日（火）、筋ジストロフィー専門病床

のある国立病院機構大阪刀根山医療センター（大阪府

豊中市）へ矢野燿大氏が訪問した。３９矢野基金設立

のきっかけとなった倉野憲彰様との面会のほか、病院

ホールでの患者との交流・質問会や、ホールに参集で

きない患者の各居室へ直接訪問し、激励した。 

 

・令和５年１０月１９日（木）、車いす購入費を助成した

筋ジストロフィー患者ＭＷ様宅（大阪府豊中市）へ矢

野燿大氏が訪問し、激励した。 

 

・令和５年１２月２日（木）、車いす購入費を助成した筋

ジストロフィー患者ＮＭ様宅（大阪市西区）へ矢野燿

大氏が訪問し、激励した。 

 

・令和５年１２月１３日（水）、車いす購入費の助成金を

直接お渡しするため、筋ジストロフィー患者ＡＴ様宅

（愛知県名古屋市瑞穂区）へ事務局スタッフが訪問し

た。 

 

 ④チャリティ・トークショーの開催 

  ・開催日時・場所 令和５年９月２９日（金）１９時００分～２１時００分／Ｚｏｏｍ 

  ・出席者数 ２３名（参加費は 1,000 円～50,000 円の任意の額とし、収入 162,019

円はすべて寄付金とした） 

  ・内容⑴矢野燿大トークショー＆質問会 

     ⑵スペシャル対談（矢野燿大氏×倉野憲彰様・倉野幸子様） 

 



 ⑤その他 

・一般社団法人日本筋ジストロフィー協会６０周年記念大会へ、ビデオメッセージを

届けた。 

 

 

 

４．その他の事業運営 

 

１）寄付金の調達  

寄附金収入総額                     5,115,447円 

（内訳）プロジェクト・オーナー             500,000円 

    チャリティ・オークション           2,328,280円 

    イベント設置募金箱              1,134,513円 

    個人・団体等からの寄付             770,935円 

    応援自動販売機                 164,540円 

チャリティ・トークショー（再掲）        162,019円 

インターネット募金（Ｙａｈｏｏ！ネット募金）  55,160円 

 

２）会員交流会の開催 

  ・開催日時・場所 令和５年１０月２６日（木）１９時００分～２１時００分 

／ホテルプラザオーサカ１階「雅の間」 

  ・出席者数 ４３名 

  ・内容⑴当法人の取り組み、「39矢野基金」について 

     ⑵交流会（会費：１人 10,000円（税込）） 

 

３）会員対象物品の作成 

  ・会員への提供物品として、法人の社章及び会員証ステッカーを作成し、無償提供した。 

   （法人の社章及び会員証ステッカーの追加分は有償提供とした。） 

 

４）広報物の作成 

・当法人の周知のため、４つ折りリーフレット、リーフレットスタンド、ポスター、入

会案内パンフレット、クリアファイルを作成し、広く配布した。 

・インターネットサイト「PR TIMES（https://prtimes.jp/）」に無償登録し、プレスリ

リースを行った。 

 

以上 


